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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　誘電体バリア放電ランプ（１）であって、該誘電体バリア放電ランプ（１）は、
　放電容器を有し、該放電容器の壁面が前記放電媒体を包囲しており、
　誘電体バリア放電を放電媒体において発生するための電極セット（８～１１）を有し、
該電極セット（８～１１）の少なくとも一部分が誘電阻止されており、
　蛍光物質混合物を有し、該蛍光物質混合物は前記放電容器の壁面の少なくとも一部に塗
布されている、誘電体バリア放電ランプ（１）において、
　前記蛍光物質混合物は少なくとも蛍光物質成分Ａ及びＢを含み、ここで
Ａ：　Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ
Ｂ：　ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ
であり、
　該蛍光物質混合物の重量割合は、０．２０≦Ａ≦０．３５及び０．６５≦Ｂ≦０．８０
及びＡ＋Ｂ＝１であることを特徴とする、誘電体バリア放電ランプ（１）。
【請求項２】
　誘電体バリア放電ランプ（１）であって、該誘電体バリア放電ランプ（１）は、
　放電容器を有し、該放電容器の壁面が前記放電媒体を包囲しており、
　誘電体バリア放電を放電媒体において発生するための電極セット（８～１１）を有し、
該電極セット（８～１１）の少なくとも一部分が誘電阻止されており、
　蛍光物質混合物を有し、該蛍光物質混合物は前記放電容器の壁面の少なくとも一部に塗
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布されている、誘電体バリア放電ランプ（１）において、
　前記蛍光物質混合物は少なくとも蛍光物質成分Ａ及びＢを含み、ここで
Ａ：　Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ
Ｂ：　ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ
であり、
　付加的な赤色を放出する蛍光物質成分Ｃと、付加的な青緑色を放出する蛍光物質成分Ｄ
とを有し、
　該蛍光物質成分Ｃのエミッション最大値は６３０±１５ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｃの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　該蛍光物質成分Ｄのエミッション最大値は４９０±２０ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｄの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　前記蛍光物質成分Ｃは
Ｇｄ（Ｚｎ，Ｍｇ）Ｂ５Ｏ１０：（Ｃｅ，Ｍｎ）
であり、
　該蛍光物質成分Ｄは
Ｓｒ４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕ
であり、
　重量割合は、
０．０１≦Ａ≦０．５０、０．０５≦Ｂ≦０．５０、０．０５≦Ｃ≦０．７０、０≦Ｄ≦
０．２５及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１であることを特徴とする、誘電体バリア放電ランプ。
【請求項３】
　誘電体バリア放電ランプ（１）であって、該誘電体バリア放電ランプ（１）は、
　放電容器を有し、該放電容器の壁面が前記放電媒体を包囲しており、
　誘電体バリア放電を放電媒体において発生するための電極セット（８～１１）を有し、
該電極セット（８～１１）の少なくとも一部分が誘電阻止されており、
　蛍光物質混合物を有し、該蛍光物質混合物は前記放電容器の壁面の少なくとも一部に塗
布されている、誘電体バリア放電ランプ（１）において、
　前記蛍光物質混合物は少なくとも蛍光物質成分Ａ及びＢを含み、ここで
Ａ：　Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ
Ｂ：　ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ
であり、
　付加的な赤色を放出する蛍光物質成分Ｃと、付加的な青緑色を放出する蛍光物質成分Ｄ
とを有し、
　該蛍光物質成分Ｃのエミッション最大値は６３０±１５ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｃの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　該蛍光物質成分Ｄのエミッション最大値は４９０±２０ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｄの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　前記蛍光物質成分Ｃは
Ｇｄ（Ｚｎ，Ｍｇ）Ｂ５Ｏ１０：（Ｃｅ，Ｍｎ）
であり、
　該蛍光物質成分Ｄは
Ｓｒ４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕ
であり、
　重量割合は、
０．０１≦Ａ≦０．５０、０．１０≦Ｂ≦０．５０、０．０５≦Ｃ≦０，５０、０≦Ｄ≦
０．２５及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１であることを特徴とする、誘電体バリア放電ランプ。
【請求項４】
　誘電体バリア放電ランプ（１）であって、該誘電体バリア放電ランプ（１）は、
　放電容器を有し、該放電容器の壁面が前記放電媒体を包囲しており、
　誘電体バリア放電を放電媒体において発生するための電極セット（８～１１）を有し、
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該電極セット（８～１１）の少なくとも一部分が誘電阻止されており、
　蛍光物質混合物を有し、該蛍光物質混合物は前記放電容器の壁面の少なくとも一部に塗
布されている、誘電体バリア放電ランプ（１）において、
　前記蛍光物質混合物は少なくとも蛍光物質成分Ａ及びＢを含み、ここで
Ａ：　Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ
Ｂ：　ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ
であり、
　付加的な赤色を放出する蛍光物質成分Ｃと、付加的な青緑色を放出する蛍光物質成分Ｄ
とを有し、
　該蛍光物質成分Ｃのエミッション最大値は６３０±１５ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｃの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　該蛍光物質成分Ｄのエミッション最大値は４９０±２０ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｄの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　前記蛍光物質成分Ｃは
Ｇｄ（Ｚｎ，Ｍｇ）Ｂ５Ｏ１０：（Ｃｅ，Ｍｎ）
であり、
　該蛍光物質成分Ｄは
Ｓｒ４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕ
であり、
　重量割合は、
０．１０≦Ａ≦０．４０、０．１５≦Ｂ≦０．４０、０．１０≦Ｃ≦０．４０、０≦Ｄ≦
０．１５及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１である誘電体バリア放電ランプ。
【請求項５】
　誘電体バリア放電ランプ（１）であって、該誘電体バリア放電ランプ（１）は、
　放電容器を有し、該放電容器の壁面が前記放電媒体を包囲しており、
　誘電体バリア放電を放電媒体において発生するための電極セット（８～１１）を有し、
該電極セット（８～１１）の少なくとも一部分が誘電阻止されており、
　蛍光物質混合物を有し、該蛍光物質混合物は前記放電容器の壁面の少なくとも一部に塗
布されている、誘電体バリア放電ランプ（１）において、
　前記蛍光物質混合物は少なくとも蛍光物質成分Ａ及びＢを含み、ここで
Ａ：　Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ
Ｂ：　ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ
であり、
　付加的な赤色を放出する蛍光物質成分Ｃと、付加的な青緑色を放出する蛍光物質成分Ｄ
とを有し、
　該蛍光物質成分Ｃのエミッション最大値は６３０±１５ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｃの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　該蛍光物質成分Ｄのエミッション最大値は４９０±２０ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｄの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　前記蛍光物質成分Ｃは
Ｇｄ（Ｚｎ，Ｍｇ）Ｂ５Ｏ１０：（Ｃｅ，Ｍｎ）
であり、
　該蛍光物質成分Ｄは
Ｓｒ４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕ
であり、
　重量割合は、
０．２０≦Ａ≦０．２４、０．３６≦Ｂ≦０．４０、０．２９≦Ｃ≦０．３３、０．０７
≦Ｄ≦０．１１及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１であることを特徴とする、誘電体バリア放電ラン
プ。
【請求項６】
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　誘電体バリア放電ランプ（１）であって、該誘電体バリア放電ランプ（１）は、
　放電容器を有し、該放電容器の壁面が前記放電媒体を包囲しており、
　誘電体バリア放電を放電媒体において発生するための電極セット（８～１１）を有し、
該電極セット（８～１１）の少なくとも一部分が誘電阻止されており、
　蛍光物質混合物を有し、該蛍光物質混合物は前記放電容器の壁面の少なくとも一部に塗
布されている、誘電体バリア放電ランプ（１）において、
　前記蛍光物質混合物は少なくとも蛍光物質成分Ａ及びＢを含み、ここで
Ａ：　Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ
Ｂ：　ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ
であり、
　付加的な赤色を放出する蛍光物質成分Ｃと、付加的な青緑色を放出する蛍光物質成分Ｄ
とを有し、
　該蛍光物質成分Ｃのエミッション最大値は６３０±１５ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｃの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　該蛍光物質成分Ｄのエミッション最大値は４９０±２０ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｄの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　前記蛍光物質成分Ｃは
Ｇｄ（Ｚｎ，Ｍｇ）Ｂ５Ｏ１０：（Ｃｅ，Ｍｎ）
であり、
　該蛍光物質成分Ｄは
Ｓｒ４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕ
であり、
　重合物の重量割合は、
０．２３≦Ａ≦０．２８、０．３０≦Ｂ≦０．３９、０．３０≦Ｃ≦０．３９、０．０３
≦Ｄ≦０．１０及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１であることを特徴とする、誘電体バリア放電ラン
プ。
【請求項７】
　誘電体バリア放電ランプ（１）であって、該誘電体バリア放電ランプ（１）は、
　放電容器を有し、該放電容器の壁面が前記放電媒体を包囲しており、
　誘電体バリア放電を放電媒体において発生するための電極セット（８～１１）を有し、
該電極セット（８～１１）の少なくとも一部分が誘電阻止されており、
　蛍光物質混合物を有し、該蛍光物質混合物は前記放電容器の壁面の少なくとも一部に塗
布されている、誘電体バリア放電ランプ（１）において、
　前記蛍光物質混合物は少なくとも蛍光物質成分Ａ及びＢを含み、ここで
Ａ：　Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ
Ｂ：　ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ
であり、
　付加的な赤色を放出する蛍光物質成分Ｃと、付加的な青緑色を放出する蛍光物質成分Ｄ
とを有し、
　該蛍光物質成分Ｃのエミッション最大値は６３０±１５ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｃの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　該蛍光物質成分Ｄのエミッション最大値は４９０±２０ｎｍの波長において存在し、前
記蛍光物質成分Ｄの半値全幅は５０ｎｍより大きく、
　前記蛍光物質成分Ｃは
Ｇｄ（Ｚｎ，Ｍｇ）Ｂ５Ｏ１０：（Ｃｅ，Ｍｎ）
であり、
　該蛍光物質成分Ｄは
Ｓｒ４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕ
であり、
　重量割合は、
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０．１４≦Ａ≦０．２０、０．０５≦Ｂ≦０．１２、０．５８≦Ｃ≦０．６７、０．０５
≦Ｄ≦０．１５及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１であることを特徴とする、誘電体バリア放電ラン
プ。
【請求項８】
　放電容器は放電媒体としてキセノンを含む、請求項１～７のうちの１項記載の誘電体バ
リア放電ランプ。
【請求項９】
　放電容器はフラットに形成されており、バックプレート（２）ならびに少なくとも部分
的に光透過性のある光射出用のフロントプレート（３）を含む、請求項１～８のうちの１
項記載の誘電体バリア放電ランプ。
【請求項１０】
　請求項１～９のうちの１項記載の誘電体バリア放電ランプを有するフィルムライト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は誘電体バリア放電ランプに関する。
【０００２】
　「誘電体バリア放電ランプ」という概念はこの場合誘電阻止されたガス放電に基づく電
磁放射源を含む。
【０００３】
　誘電体バリア放電ランプは定義により少なくとも１つのいわゆる誘電的に阻止された電
極を前提とする。誘電的に阻止された電極は放電容器内部に対して乃至は放電媒体から誘
電体によって分離されている。この誘電体、すなわち誘電体バリアは、例えば電極を被覆
する誘電体層として構成されるか、もしくは、電極が放電容器の壁面の外側に配置されて
いる場合にはランプの放電容器自体によって形成されている。各電極がカソードとして使
用されるかまたはアノードとして使用されるかが決定されているランプ、すなわち、単極
性の電圧パルスによる動作のために各電極がカソードとして使用されるかまたはアノード
として使用されるかが決定されているランプでは、少なくともアノードが誘電的に放電媒
体から分離されている（ＥＰ０７３３２６６Ｂ１参照）。
【０００４】
　イオン化可能な放電媒体は通常は希ガス、例えばキセノン又はガス混合物から成る。有
利にはＥＰ０７３３２６６Ｂ１に記述されたパルス動作方法によって動作されるガス放電
の間にいわゆるエキシマが形成される。エキシマは励起された分子、例えばＸｅ２*であ
り、この励起された分子は通常は結合されていない基底状態に戻る際に電磁放射を放出す
る。Ｘｅ２*の場合には分子バンド放射の最大値は約１７２ｎｍにある。このようなＵＶ
／ＶＵＶ放射体はプロセス技術において、例えば表面洗浄、光分解、オゾン発生、メタラ
イゼーション及びＵＶ硬化において使用される。本発明はもちろんさらにＶＵＶ放射をよ
り長い波長を有する放射、とりわけ可視放射（光）に変換するための蛍光物質層が設けら
れている変形実施形態に関連する。
【０００５】
　従来技術
　冒頭に引用したＥＰ０７３３２６６Ｂ１から、既に一般照明用ランプが公知である。こ
のランプは複数の成分、バリウムマグネシウムアルミネート（ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：
Ｅｕ）、ランタンホスフェート（ＬａＰＯ４：（Ｔｂ，Ｃｅ））及びイットリウムガドリ
ニウムボレート（（Ｇｄ，Ｙ）ＢＯ３：Ｅｕ）を有する３波長域蛍光物質を有する。この
ランプの欠点は、どちらかというとありきたりな演色評価数である。しかし、高い演色評
価数が物体色の色に忠実な再現のためには重要である。フィルム撮影技術における使用の
際には、撮影機器においてできるだけ相応する対物レンズフィルタなしで済ますために、
さらにフィルム材料のスペクトル感度へのランプのエミッションスペクトルの適合がのぞ
ましい。この問題は、異なるスペクトルを有する複数の異なる光源を使用しなければなら
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ない場合、たとえばバックライトとスポットライトとで異なるスペクトルを有する複数の
異なる光源を使用しなければならない場合に顕著になる。というのも、この場合、フィル
タリングが実際上不可能だからである。
【０００６】
　ＵＳ６０３４４７０は同様に前述の３波長域蛍光物質が設けられているフラット誘電体
バリア放電ランプを示している。このフラットランプはとりわけ液晶ディスプレイのバッ
クライトのために設けられている。
【０００７】
　本発明の説明
　本発明の課題は、改善された演色性を有する誘電体バリア放電ランプを提供することで
ある。更に別の局面は、フィルム材料のスペクトル感度へのランプのスペクトルの改善さ
れた調整である。
【０００８】
　この課題は、請求項１の上位概念の構成を有する誘電体バリア放電ランプにおいて請求
項１の特徴部分の構成によって解決される。とりわけ有利な実施形態は従属請求項に記載
されている。
【０００９】
　さらにとりわけ拡散照明のためのフラットなデザインの本発明の誘電体バリア放電ラン
プとの関連において本発明の誘電体バリア放電ランプを有するフィルムライトに対する保
護が要求される。
【００１０】
　本発明は蛍光物質混合物を有する誘電体バリア放電ランプを提案し、蛍光物質混合物は
少なくとも蛍光物質成分Ａ：セリウム活性化イットリウムアルミネート（Ｙ３Ａｌ５Ｏ１

２：Ｃｅ）及びＢ：ユーロピウム活性化バリウムマグネシウムアルミネート（ＢａＭｇＡ
ｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ）を含む。このランプは改善された演色性によって優れている。
【００１１】
　蛍光物質混合物が更に別の蛍光物質成分を含んでいない限り、混合物の重量割合が、
０．２０≦Ａ≦０．３５及び０．６５≦Ｂ≦０．８０及びＡ＋Ｂ＝１
有利には
０．２４≦Ａ≦０．３２及び０．６８≦Ｂ≦０．７６及びＡ＋Ｂ＝１
である場合に、とりわけ約７１００Ｋの色温度において有利であると分かった。
【００１２】
　ランプの演色性は付加的な赤色を放出する蛍光物質成分Ｃによってさらに改善され、こ
の蛍光物質成分Ｃのエミッション最大値は６３０±１５ｎｍの波長において存在し、この
蛍光物質成分Ｃの半値全幅は５０ｎｍより大きい。
【００１３】
　ここでとりわけこの蛍光物質成分Ｃは、
セリウムマンガン活性化ガドリニウムマグネシウム亜鉛ペンタボレート（Ｇｄ（Ｚｎ，Ｍ
ｇ）Ｂ５Ｏ１０：（Ｃｅ，Ｍｎ））
が適当である。
【００１４】
　このランプの演色性の更なる改善は付加的な青緑色を放出する蛍光物質成分Ｄによって
達成され、この蛍光物質成分Ｄのエミッション最大値は４９０±２０ｎｍの波長において
存在し、この蛍光物質成分Ｄの半値全幅は５０ｎｍより大きい。
【００１５】
　ここでとりわけこの蛍光物質成分Ｄは、
ユーロピウム活性化ストロンチウムアルミネート（Ｓｒ４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕ）
が適当である。
【００１６】
　検査によれば、混合物の重量割合は、
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０．０１≦Ａ≦０．５０、０．０５≦Ｂ≦０．５０、０．０５≦Ｃ≦０．７０、０≦Ｄ≦
０．２５及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１
であると有利である。
【００１７】
　上記の範囲内では実際にはとりわけ約３２００Ｋと７１００Ｋとの間の適切な色温度が
本発明のランプに対して調整されうる。
【００１８】
　とりわけスペクトルフィルム感度への適合に関して及び約７０００Ｋと５５００Ｋとの
間の色温度に対して、混合物の重量割合が
０．０１≦Ａ≦０．５０、０．１０≦Ｂ≦０．５０、０．０５≦Ｃ≦０，５０、０≦Ｄ≦
０．２５及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１
であると有利である。
【００１９】
　混合物の重量割合が、
０．１０≦Ａ≦０．４０、０．１５≦Ｂ≦０．４０、０．１０≦Ｃ≦０．４０、０≦Ｄ≦
０．１５及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１
であると、とりわけ有利である。
【００２０】
　約６８００Ｋの色温度に対しては、混合物の重量割合は、
０．２０≦Ａ≦０．２４、０．３６≦Ｂ≦０．４０、０．２９≦Ｃ≦０．３３、０．０７
≦Ｄ≦０．１１及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１
であると、とりわけ有利である。
【００２１】
　約５７００Ｋの色温度に対しては、混合物の重量割合は、
０．２３≦Ａ≦０．２８、０．３０≦Ｂ≦０．３９、０．３０≦Ｃ≦０．３９、０．０３
≦Ｄ≦０．１０及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１
であると、とりわけ有利である。
【００２２】
　約３２００Ｋの色温度に対しては、混合物の重量割合は、
０．１４≦Ａ≦０．２０、０．０５≦Ｂ≦０．１２、０．５８≦Ｃ≦０．６７、０．０５
≦Ｄ≦０．１５及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１
であると、有利である。
【００２３】
　混合物の重量割合は、
０．１６≦Ａ≦０．１８、０．０７≦Ｂ≦０．０９、０．６２≦Ｃ≦０．６５、０．１０
≦Ｄ≦０．１２及びＡ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１
であると、とりわけ有利である。
【００２４】
　良好な演色性に関してもフィルム材料のスペクトル感度に関しても改善された誘電体バ
リア放電ランプの個々の成分の重量比に対する具体的な詳細は実施例の記述において記載
されている。
【００２５】
　蛍光物質混合物の各成分の重量割合に対する上記の範囲は、とりわけ、実際には常に生
じる不正確さ及びトレランスを、例えば典型的には僅かな製造変動などに基づく異なる蛍
光物質装入量（batch）の僅かに異なる量子効率を考慮する。さらに、蛍光物質混合の微
調整の重点、とりわけ色温度は、具体的な使用に応じていくらか異なりうる。しかし、こ
れら全てはこれらの範囲内部での幾つかの微細に段階付けられた混合変動の相応のテスト
によって制御可能である。
【００２６】
　有利な実施形態では本発明の誘電体バリア放電ランプにはキセノンが充填され、典型的
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には５０～２００ｍｂａｒの範囲の、有利には１００ｍｂａｒと１５０ｍｂａｒとの間の
範囲の充填圧力によって充填される。これによって誘電的に阻止された放電が約１７２ｎ
ｍにおいて最大値を有するキセノンエキシマバンド放射を発生し、このキセノンエキシマ
バンド放射が蛍光物質を励起する。蛍光物質成分の選択においても蛍光物質成分の混合比
においても、できるだけ高い光発生量を保証するために、この励起放射に対する蛍光物質
の量子効率が考慮されるべきである。更に別の局面は、この放射による持続的な励起にお
ける蛍光物質成分のメンテナンスである。この場合、各蛍光物質成分毎にランプ寿命の間
に変換される放射の強度のできるだけ小さい減少を目標とする。
【００２７】
　図面の短い記述
　以下においていくつかの実施例に基づいて本発明を詳しく説明する。
【００２８】
　図１ａは本発明の誘電体バリア放電ランプの概略的な平面図である。
【００２９】
　図１ｂは図１ａのランプの概略的な側面図である。
【００３０】
　図２は第１の蛍光物質混合物及び色温度７１００Ｋによる本発明のランプの測定された
正規化されたスペクトル強度分布である。
【００３１】
　図３はもう１つの蛍光物質混合物及び色温度６８００Ｋによる本発明のランプの測定さ
れた正規化されたスペクトル強度分布である。
【００３２】
　図４は更に別の蛍光物質混合物及び色温度５７００Ｋによる本発明のランプの測定され
た正規化されたスペクトル強度分布である。
【００３３】
　図５は６．８″の対角を有する有利には単極性電圧パルスにより動作される本発明のフ
ラットランプの電極構造の基本的な状態である。
【００３４】
　図６は更に別の蛍光物質混合物及び色温度３２００Ｋによる本発明のランプの測定され
た正規化されたスペクトル強度分布である。
【００３５】
　本発明の有利な実施例
　図１ａ、１ｂには本発明の誘電体バリア放電ランプ１の概略的な平面図乃至は側面図が
概略的に図示されている。これはフィルム撮影における照明のためのフラット形誘電体バ
リア放電ランプである。単に図面的な理由から比較的少ない電極ストリップを有するラン
プが、従って比較的小さいランプ対角を有するランプが示されている。この局面はさらに
後で図５との関連において詳しく説明する。その基本的な機械的かつ電気的構造からこの
フラットランプはいずれにせよ実質的には既に引用したＵＳ６０３４４７０で開示された
ランプに相応する。ここで詳細に入る前に、図１ａ、１ｂに基づいて最初に本発明のラン
プ１のおおまかな構造を記述する。
【００３６】
　フラットランプ１は長方形の底面及び電極セットを有するフラットな放電容器から成り
、この電極セットは放電容器内に配置されている。この放電容器はそれ自体はバックプレ
ート２、フロントプレート３及びフレーム４から成り、それぞれガラス製である。バック
プレート２及びフロントプレート３はそれぞれガラスはんだ５によってフレーム４に気密
に結合されており、放電容器内部は直方体状に形成されている。放電容器内部は約１３０
ｍｂａｒの圧力を有するキセノンによって充填されている。バックプレート２はフロント
プレート３よりも大きく、このため放電容器は周囲にフリーな縁部を有する。この縁部に
は電極セットのための２つの導体線路に類似した線路６、７が載置されている。
【００３７】
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　フロントプレート３の内側面は蛍光物質混合物によって被覆されている（図面では見え
ない）。この蛍光物質混合物は放電によって発生されるＵＶ／ＶＵＶ放射を可視白色光に
変換する。これは、所属の重量割合２８％及び７８％を有する２つの蛍光物質成分Ｙ３Ａ
ｌ５Ｏ１２：Ｃｅ及びＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕである。ランプは７１００Ｋの色温
度を有する。一般演色評価数Ｒaは７６である。図２にはこのランプの測定された正規化
されたスペクトル強度分布（Ｘ軸：ｎｍ単位の波長；Ｙ軸：１に正規化された強度）が図
示されている。
【００３８】
　図３は所属の重量割合２２％、３８％、３１％及び９％を有する４つの蛍光物質成分Ａ
：＝Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ、Ｂ：＝ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ、Ｃ：＝Ｇｄ（Ｚｎ
，Ｍｇ）Ｂ５Ｏ１０：（Ｃｅ，Ｍｎ）及びＤ：＝Ｓｒ４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕを有する修
正されたランプの測定された正規化されたスペクトル強度分布を示す。この蛍光物質混合
物を有するランプは一般演色評価数Ｒa＝９０及び赤色演色評価数Ｒ9＝７５によって際立
っている。色温度は６８００Ｋである。さらに、ランプスペクトルはフィルム材料のスペ
クトル感度曲線にも適合されている。
【００３９】
　図４は変形実施形態の測定された正規化されたスペクトル強度分布を示し、この変形実
施形態では単に上記蛍光物質混合物Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの混合比が変更され、すなわち２５％
、３３％、３７％乃至は５％である。スペクトルはフィルム材料のスペクトル感度曲線に
さらにより良好に適合されている。一般演色評価数Ｒa及び赤色演色評価数Ｒ9は約９２乃
至は８２である。色温度は約５７００Ｋである。
【００４０】
　更に別の改善はごく僅かに変更された混合比Ａ：Ｂ：Ｃ：Ｄ＝０．２６：０．３２：０
．３７：０．０５によって実現される（図示せず）。
【００４１】
　より良好な図示可能性の理由から、図１ａ、１ｂに図示されたランプに対して６．８″
のランプ対角に対する電極セットの代表的レイアウトを図５に概略的に図示する。より大
きな対角を有するランプでも電極セットの基本的レイアウトは何も変更されず、単に相応
により多くのより長い電極ストリップが必要なだけである。電極セットはストリップ状の
金属性カソード８及びアノード９、１０、１１を有する導体線路に類似した構造から成り
、これらのカソード及びアノードは交互にかつ平行にバックプレート２の内側面に配置さ
れている。カソードストリップ８は意図的にパルス動作において生じる個別放電のための
空間的に有利な出発点を有し（これに関しては既に引用したＥＰ０７３３２６６Ｂ１参照
），これらの出発点はそれぞれ隣接するアノードストリップに向かい合った出っ張りのよ
うな突起１２によって実現されている。これらの突起１２は電界の局所的に限定された増
幅を惹起し、従ってデルタ状の個別放電（図示せず）が専らこれらの位置１２において点
弧する。２つの外部アノード１０、１１を除いて、その他のアノード９は二重構造９ａ、
９ｂを有する。アノード全体９～１１はガラスはんだから成る誘電体層（図示せず）に被
覆されている。アノード９～１１及びカソード８はそれぞれその一方の端部において延長
されており、バックプレート２の上で放電容器の内部から２つの側面において外部へと導
かれており、この結果、所属のアノードの乃至はカソードの引き込み線路がバックプレー
ト２の互いに反対側の側面に配置されている。バックプレート２の縁部では電極ストリッ
プ８～１１がそれぞれ既述のカソード側線路６乃至はアノード側線路７に接続されている
。線路６、７は有利には電気的パルス電圧源１３との接続のためのコンタクトとして使用
される。例えば１５″対角を有する（ここには図示されていない）フラットランプの場合
には、（ここには図示されていない）１２個のカソードストリップ及び８個の二重アノー
ドストリップならびに２つの外部単一アノードを有する電極セットが設けられる。各アノ
ードストリップは長手方向の両側の各々に沿ってそれぞれ個別放電の点弧のための１３個
の突起を有する。
【００４２】
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　図６には更に別の変形実施形態の測定された正規化されたスペクトル強度分布（Ｘ軸：
ｎｍ単位の波長；Ｙ軸：１に正規化された強度）が図示され、この変形実施形態は約３２
００Ｋの色温度のために設計されている。ＣＩＥによる標準色度図における色位置は座標
ｘ＝０．４２１及びｙ＝０．３９４を有する。この目的のために、４つの蛍光物質成分の
重量割合はＡ：Ｂ：Ｃ：Ｄ＝１７．４：８．６：６３．２：１０．８であり、Ａ＝Ｙ３Ａ
ｌ５Ｏ１２：Ｃｅ、Ｂ：＝ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ、Ｃ：＝Ｇｄ（Ｚｎ，Ｍｇ）Ｂ

５Ｏ１０：（Ｃｅ，Ｍｎ）及びＤ：＝Ｓｒ４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕである。スペクトルは
良好にこの色温度のために設計されたフィルム材料のスペクトル感度曲線に適合されてお
り、さらに一般演色評価数Ｒa＝９１及び赤色演色評価数Ｒ9＝９２によって際立っている
。
【００４３】
　本発明はこれまでフラットな誘電体バリア放電ランプの例において詳しく説明してきた
が、本発明はこのランプ形状に限定されるものではない。むしろその有利な効果は他の容
器形状を有するランプにおいても、例えば管状ランプにおいても得られる。後者の場合に
は、電極セットは２つ以上の縦長の電極から成り、これらの電極はランプ長手方向軸に対
して平行に管状放電容器の壁面に設けられている。
【００４４】
　フィルムライト（図示せず）に対しては、少なくとも１つの上記のタイプのフラットな
誘電体バリア放電ランプがフラットなライトケーシングに組み込まれる。このフラットな
ライトケーシングは最も簡素な場合にはその中にフラットランプ（又は複数のフラットラ
ンプ）がサスペンドされるフレームである。ライトケーシングは有利には高さを調整可能
な基部の上に設けられる。フラットな誘電体バリア放電ランプの動作に必要な給電機器は
フィルムライト内部に配置できるし、又は、外部にも配置できる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】図１ａは本発明の誘電体バリア放電ランプの概略的な平面図であり、図１ｂは図
１ａのランプの概略的な側面図である。
【図２】図２は第１の蛍光物質混合物及び色温度７１００Ｋによる本発明のランプの測定
された正規化されたスペクトル強度分布である。
【図３】図３はもう１つの蛍光物質混合物及び色温度６８００Ｋによる本発明のランプの
測定された正規化されたスペクトル強度分布である。
【図４】図４は更に別の蛍光物質混合物及び色温度５７００Ｋによる本発明のランプの測
定された正規化されたスペクトル強度分布である。
【図５】図５は６．８″の対角を有する有利には単極性電圧パルスにより動作される本発
明のフラットランプの電極構造の基本的な状態である。
【図６】図６は更に別の蛍光物質混合物及び色温度３２００Ｋによる本発明のランプの測
定された正規化されたスペクトル強度分布である。
【符号の説明】
【００４６】
　　１　誘電体バリア放電ランプ
　　２　バックプレート
　　３　フロントプレート
　　４　フレーム
　　５　ガラスはんだ
　　６、７　線路
　　８　カソードストリップ
　　９、１０、１１　アノード
　　１２　突起
　　１３　電気的パルス電圧源
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